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アンケート調査ならびにフラッギング法により採集された  

マダニ類からみた清澄山周辺地域におけるマダニの被害  
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Tick causedinluriesin districts around Mt．Kiyosumion the basis  
Of a questionnaire and ticks coIIected by the fIagglng method  
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（2）マダニ個体数調査  

1998年3月18日，3月23日にアンケート調査を行った地域の人  

家周辺において，フラッキング法によりマダニを採集した。すな  

わち1mXO．7mのフランネル布を植生上にて約3分間振り，各  

地区2－3箇所においてサンプリングを行った。  

Ⅲ 結果及び考察  

（1）マダニ対する住民の関心   

マダニに対する住民の関心を表2に示した。地区にマダニがい  

るのを知っている人の割合は平均81％であり，マダニに関する関  

心が全体的に高いことがわかった。特に，鴨川市打墨（100％），  

君津市黄和田畑（90％），天津小湊町四方木（91．7％），同町天津・  

清澄（90％）で高い傾向がみられた。   

家の周辺にマダニがいると答えた人の割合は平均郭％であった。  

鴨川市打墨（87．5％），君津市黄和田畑（70％）では，いると答  

えた人の多い傾向がみられた。一方，勝浦市上植野（10％）は5  

市町の中で最も低かった。  

（2）マダニによる被害状況   

マダニによる被害状況を表3に示した。回答者の53％がこれま  

でにマダニの被害を受けたことがあると答えた。被害者の多かっ  

たのは鴨川市打墨（87．5％）と天津′」、湊町四方木（83．3％）であ  

り，被害者の少なかったのは勝浦市上植野（10％），大多喜町平  

沢・弓木（25％）であった。被害内容で最も多かったのが，ヒト  

ヘの刺岐で25件あった。地域別にみると天津小湊町天津・清澄や  

同町四方木で多い。また，ヒトヘの刺症には，清水ら3）や長門谷  

ら4），矢野ら5）によりすでに報告されているフタトゲチマダニ幼  

虫多数寄生に似た症例が7件あった。ヒト刺呟の次に多かったの  

は犬や猫への寄生であった（23件）。地域別にみるとペットへの  

寄生は鴨川市打墨で最も多い。その他，服に付く・靴をはい上が  

る等の不快感は15．5％であった。   

被害対策を行っていると答えた人は12名で，全体の12％であっ  

た。最も多かったのは，忌避剤や殺虫剤を服に付ける（5名）で  

あった。その他，合羽を着て山に入る（3名），山に入らないよ  

うにする（2名）などの回答があった。  

（3）マダニの個体数   

採集されたマダニは51％がフタトゲチマダニガαem叩んγSαJよs  

Jo几g∠cor花王s成虫・苦虫であり，以下ヒゲナガチマダニガ．兢α0ゐα吉  

成虫，オオトゲチマダニ且megα軍∠几OSα成虫・若虫・幼虫・キ  

チマダニ〃イ／αUα成虫・苦虫，ヤマトマダニJズ0（ねs ouα£us成虫  

Ⅰ はじめに  

マダニは人や家畜，野生動物に様々な病原体を媒介するベク  

ターとして，医学・獣医学において重要な節足動物である。マダ  

ニの寄生によって，刺呟による皮膚の損傷や麻痔症，吸血による  

J一生産力の低下などの被害が生じる1）。  
千葉県内にはマダニ科のうち2属10種が確認されている2）。特  

に清澄山を中心とする地域には9種が生息し，それらの個体数は  

他の地域に比べて多い。そのため，最近，周辺の住民からのマダ  

ニに関する苦情が増えてきている。  

マダニに対する被害対策を立てるためには，はじめに，住民に  

対する被害の実態を調べなければならない。次に，被害状況をマ  

ダニの分布や密度と照らし合わせる必要がある。それには，まず  

地域住民のマダニに対する関心・認識を把握することが重要であ  

る。清澄山周辺の3市2町においてサンプリングを行いマダニの  

個体数を比較する一方，地域住民にアンケート調査を行った。  

Ⅲ 方 法  

（1）アンケート方法  

調査票は表1の通りであった。表1に示した地区ごとに住民を  

′－ランダムに抽出し，面接調査法にてアンケートを行った。対象と  

なった住民は20歳以上で，男性45名，女性55名であった。アンケー  

トを行った期間は，1997年3月5－24日，10月22日，11月19日，   

1998年3月23日，10月21日，11月19－20日であった。なお，マダ  

ニを他のダニ類やヤマビルと誤解している回答は無効とした。  

表1．マダニ関する調査票  

① 性別  

② 市町村名   地区名  

君津市  費和田畑  

鴨川市  粟斗，打墨  

勝浦市  上植野，大森  

天津′ト湊町  天津，内浦，清澄，四方木  

大多喜町   会所，小沢又，平沢，弓木  

③ 地区にマダニがいますか。  

④ 家の周辺にマダニがいますか。  

⑤ マダニによる被害は何ですか。  

⑥ ⑤で被害がある場合何か対策を行っていますか。  
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の順に多かった（表4）。  フタトゲチマダニ，キチマダニ，ヤマトマダニはヒト刺呟例があ   

マダニの個体数は地区によって遠いが大きかった。最も平均値  り，犬や猪にも寄生する6）7）8）。ヒト刺攻例のある種の占める割合  

が高かったのは鴨川市粟斗（27．3）であり，天津小湊町天津 を地区別に比較すると，鴨川市粟斗（95．1％）や鴨川市打墨  

（27・0）や天津′ト湊町内浦（15．0）などがこれに次いで多い。最 （69．6％），天津小湊町天津（84．0％）にヒト刺唆種の多い傾向が  

も少なかったのが大多喜町平沢・弓木（3．6）であった。  みられた。   

ヒゲナガチマダニ，オオトゲチマダニは大型獣特異的である㌔  

表2．マダニに関する住民の認識度  

地区にマダニがいる  周辺にマダニがいる  

のを知っている  のを知っている  
市町村名  地区名  回答数  

勝 浦 市  上 植 野  

大  森  

鴨 川 市  粟  斗  

打  墨  

君 津 市  黄 和 田 畑  

天津小湊町  天津・清澄  

内  浦  

四 方 木  

大多喜町  会所・小沢又  

平沢・弓木  

合  計   

6 （60．0）   

5 （83．3）   

4 （66．7）   

8（100．0）   

9 （90．0）  

18 （90．0）   

8 （72．7）  

11（91．7）   

8 （88．9）   

4 （50．0）  

81（81．0）  

）
 
 
）
 
 
＼
ノ
 
 
）
 
＼
ノ
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 

0
 
0
 
7
 
5
 
0
 
0
 
4
 
0
 
6
 
5
 
0
 
 
 

0
 
0
 
6
 
 
7
 
 
0
 
 
5
 
6
 
0
 
5
 
 
7
 
0
 
 

1
 
 
5
 
 
6
 
 
8
 
 
7
 
 
5
 
3
 
 
5
 
5
 
 
3
 
 
5
 
 

1
 
 
3
 
 
4
 
 
7
 
 
7
 
 
0
 
 
4
 
 
6
 
 
5
 
 
3
 
0
 
 

一ヽ   

（）内は％を示す  

表3．マダニ関する被害状況  

マダニによる被害  
市町村名  地区名  回答数  被害者数   

ヒト刺唆   服に付く  犬・猫に寄生  

勝 浦 市  上 植 野  

大  森  

鴨 川 市  粟  斗  

打  墨  

君 津 市  黄 和 田 畑  

天津小湊町  天津・清澄  

内  浦  

四 方 木  

大多喜町  会所リJ、沢又  

平沢・弓木  

合  計  
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表4．地区別にみたマダニ個体数  

マ ダこ個体数  
市町村名  地区名  Hf Io Hm Hk   合計  
勝 浦 市  上 植 野  

大  森  

鴨 川 市  粟  斗  

打  墨  

君 津 市  黄 和 田 畑  

天津小湊町  天津・清澄  

内  浦  

四 方 木  

大多喜町  会所・小沢又  

平沢・弓木  

合  計  
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Hl；Haemaphysalislongicornis，Hf；H．flaua，Io；Ixodes ouatus，Hm；H．megaspinosa，Hk；H・hitaohai・  
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Ⅳ まとめ  

清澄山周辺の5市町のうち，鴨川市粟斗，同市打墨，天津小湊   

町天津・清澄，同町四方木では住民のマダニに対する関心が高く，   

被害を受けたことのある人が多い。フラッギング法によりマダニ   

の平均値を求めると，鴨川市粟斗と天津′ト湊町天津・清澄で個体   

数が多かった。また，両地域ではヒトや犬・猫に寄生する種の占   

める割合が高かった。これらの結果から，地域内のマダニの種組  

成と個体数が住民の意識や被害の程度に影響することが示唆され  

た。  
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